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野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —
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　梅雨の晴れ間，野山を歩いていると，日当たりのよい野原で茎の先に薄黄色の蝶形花を長さ 10
〜 15cm の総状花序につけ，小葉のついた奇数羽状複葉を 10 〜 15cm の長さにつけた草本を見か
けることがあります。これがクララです。本植物は，本州，四国，九州，中国大陸に分布し，高
さ 80 〜 150cm の多年生草本で，10 本の雄しべは，すべて離生しマメ科マメ亜科の中でも原始的














ン系アルカロイドの (+)-matrine，(+)-oxymatrine, (+)-sophoranol, anagyrine など，フラボノイド




をヒロハクララ（トウクララ）Sophora flavescens，日本産のものをクララ Sophora angustifolia と
写真 1　クララ（花） 写真 2　クララ（根）
図 1　成分の構造式
クララ  Sophora flavescens Aiton
（マメ科　Leguminosae）
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含まれているプレニルフラボノイドに存在する lavandulyl 基の methyl 基由来のシグナルである
ことが判明しました。このことから，NMR メタボローム解析によって日本産クララと中国産クラ
ラとの識別が可能であることが示されました。Mass スペクトルによるメタボロミクスでも同様の
結果が得られ，これらのことより kurarinol と kushenol H は中国産と日本産を区別する指標成分
となることを明らかにしました。クララの属するマメ科 Sophora 属植物は日本では，イソフジ S. 
tomentosa，ツクシムレスズメ S. franchetiana，クララ等があり，世界では約 50 種が確認され，以
前はエンジュ S. japonica も Sophora 属でしたが，最近は Styphnolobium japonicum と呼ばれていま
す。
野山の花 — 身近な山野草の食効・薬効 —
写真 3　クララ（果実） 写真 4　生薬：クジン（苦参）
